
Tottori City News Letter  2005.6.15

　

市
民
・
企
業
・
行
政

が
も
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
（
人
、
物
、

お
金
、
情
報
、
時
間
）

を
最
適
に
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
、
将
来
に
わ
た

り
、
市
民
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
簡

素
で
効
率
的
な
都
市
経

営
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
（
借
り
入
れ
）

の
償
還
や
資
金
不
足
の

穴
埋
め
に
備
え
る
た
め

に
積
み
立
て
る
基
金

を
、
平
成
20
年
度
末
ま

で
に
10
億
円
増
や
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
度

に
実
施
し
た
住
民
満
足

度
調
査
で
、
鳥
取
市
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
満
足
と
答
え
た
人
の
割

合
が
39
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
構
想
期
間
の
期
末
に
は
、
同
割

合
を
60
％
以
上
に
し
ま
す
。

■特集 市民のみなさんの満足と財政基盤の安定を追求

　

地
方
分
権
時
代
の
中

で
、
自
治
体
は
主
体
性

を
も
ち
、
自
立
し
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
大
綱
を

決
定
す
る
ま
で
の
過
程

の
中
で
、
市
民
組
織
で

あ
る
鳥
取
市
行
財
政
改
革
推
進
市
民

委
員
会
で
の
審
議
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
行
政

の
執
行
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

議
論
が
、
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

が
行
う
都
市
経
営
は
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
自
律
的
な
行
動
、
予
算
や
業

務
の
執
行
の
際
の
評
価
と
見
直
し
の

仕
組
み
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、
自
立

し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
が

不
可
欠
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
綱
の
中
で
は
、
次

の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
改
革
の
柱

（
戦
略
）
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　　

市
民
等
と
の
協
働

　

予
算
や
事
業
の
集
中
と
選
択
を
実

践
す
る
た
め
、
官
民
の
役
割
分
担
の

見
直
し
や
市
民
参
画
の
さ
ら
な
る
促

進
な
ど
を
進
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
政
策
提
案
を
受
け
な
が
ら
、

協
働
実
行
型
の
市
政
運
営
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
が
直
接
行
う
業

務
や
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
管

理
コ
ス
ト
の
縮
減
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
育
成
が

進
む
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
市
政
へ
の
主
体
的
な
参
画
の
機
会

が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

顧
客
重
視

　

予
算
や
事
業
の
集
中
と
選
択
に
あ

た
っ
て
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
行

政
へ
の
信
頼
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足

度
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

積
極
的
な
情
報
提
供
と
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
な
ど
を
進
め
ま
す
。

  

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
務
や
事
業

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
協
働
実
行
型
の
市
政
運
営
に
お

い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
判
断
を
下
す
際
に
必
要
な
情

報
の
入
手
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

健
全
財
政

　

行
政
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
る

経
営
の
健
全
化
と
強
固
な
財
政
基
盤

の
確
立
を
図
る
た
め
、
税
・
料
の
収

納
率
向
上
対
策
、
補
助
金
・
委
託
事

業
な
ど
の
総
点
検
、
遊
休
財
産
の
利

活
用
対
策
、
行
政
活
動
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
お
け
る
「
企
画
立
案
↓
実

施
↓
点
検
・
評
価
↓
見
直
し
」
の
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
収
入
の
安
定
的
な

確
保
と
支
出
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら

の
、
真
に
効
果
の
あ
る
、
ま
た
は
必

要
な
事
業
へ
の
予
算
の
重
点
化
が
進

み
ま
す
。

　　

効
率
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス

　

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生

み
出
す
環
境
や
条
件
を
整
え
る
た

め
、
現
在
、
制
度
的
に
運
用
し
て
い

る
公
営
企
業
や
外
郭
団
体
へ
の
業
務

委
託
の
あ
り
方
な
ど
の
見
直
し
、
電

子
自
治
体
化
、
業
務
引
き
継
き
の
適

正
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
水
道
事
業
や
病
院

事
業
、
外
郭
団
体
の
経
営
状
況
な
ど

の
、
今
ま
で
以
上
の
情
報
開
示
や
自

立
的
運
営
が
進
み
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
、
分
か
り
や
す
い
経
営

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
請
・
電
子
決
裁
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
や
、
住
民
異
動

の
多
い
時
期
の
本
市
の
窓
口
で
の
処

理
効
率
の
保
持
対
策
に
よ
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
待
ち
時
間
の
短
縮
や

利
便
性
の
向
上
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

鳥取市がめざす
都市経営とは

都市経営を実現する
ための総合目標は

大綱における
改革の柱
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